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 今の子どもに求められる学力は、我々が子どもの時代に求められてきた学力か
ら変化している。調査問題が特殊な問題だと捉えることなく、調査問題を通して
子どもにどのような力が求められているかということについて、５、6年生の担
任や教科担当教員だけでなく、学校全体での把握に努めること。 

(１)全国学力・学習状況調査を通して、今の子どもたちにどんな学力が 
   求められているかの把握に努めること。 

先生方にお願いしたこと 
                  （平成28年度全国及び奈良県学力・学習状況調査の 
                           調査結果の活用による指導改善に向けた説明会  平成28年10月24日） 

(２)学力調査の内容や結果を参考に、普段の授業の指導改善に努めること。 

 調査問題や調査結果の分析を通して、普段の授業が単に知識や技能の伝達だけ
に留まらず、児童・生徒の実生活の様々な場面に活用できる力を育み、児童・生
徒の学習意欲につながるような場となるように、全ての学年、教科等において改
善に努めること。 

(３)学力調査においては、児童生徒がもっている力を十分に発揮し、児童 
   生徒の正確な学力が測れるように指導すること。 
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１ 学校全体での研修体制 



２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 

調査結果から 

○学習意欲と基礎的・基本的な学力の定着に課題 
（取組例） 
・めあてを基に振り返り、次に生かす主体的な学習の推進 
・学習意欲を高め課題を的確に捉える導入の工夫 
・個別の自力解決の時間の確保 
・伝え合い、学び合う場の確保 
・ＩＣＴの活用で視覚化を図ることによる主体的な学習の推進 
・ホワイトボードを活用した協働的な学習の推進 

（１）学習スタイル（学習過程）の構築 
（２）ＩＣＴの活用 
（３）思考を深めるためのホワイトボードの活用 

（提案） 



（１）学習スタイルの構築 ２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



自分なりに解決を図る 

解決への見通しを立てる（予想） 

解決すべき課題をもつ 

伝え合い交流する 

自分なりの考えをもつ（課題に対する振り返り） 

考えを高め合う 
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（１）学習スタイルの構築 

互いの考えの共有や一般化 
自分の考えの変容の確認（全体的なまとめ） 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



解決すべき課題をもつ 

○ 日常生活に結び付いているもの。 
○ 単元や教科等の目標と関連付いているもの。 
○ 子どもの予想とのギャップがあり、驚きがあるもの。 
○ 多様な考えが出ることが期待できるもの。 

（問題） 
３つのだんごをくしにさしました。くしの長さは何ｃｍに 
なりますか。 だんごの直けいは６ｃｍです。 

（１）学習スタイルの構築～小学校算数科の授業展開例～ 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



①結果への見通し         ②方法の見通し 
 「答えはこれくらいになるな」   「この方法でやればできそうだ」  

課題への見通しを立てる（予想） 

（１）学習スタイルの構築～小学校算数科の授業展開例～ 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



自分なりに解決を図る 

◇一人で課題に向き合わせるときの留意点 
①子どもの思考を支援するための教具やプリント、ヒントカード等を用意する。 
②子どもが自分の考えを表現できるように、多様な表現方法を用意する。 

（文章、絵、図、数式、具体物による操作等） 

（１）学習スタイルの構築～小学校算数科の授業展開例～ 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



伝え合い交流する・考えを高め合う 

◇集団で考えを高め合う時の留意点 
①その授業の目標の達成に向け子どもの考えをまとめる。 
②高め合わせる内容に合った交流形態（ペア、グループ、全体など）を考慮する。 
③ホワイトボードや付箋、思考ツールの活用など、子どもの思考の可視化を図り、    
  関連付けたり、分類したりしてまとめる。 
④子どもの実態に合わせ、必要に応じて話型を指導する。 

（１）学習スタイルの構築～小学校算数科の授業展開例～ 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



自分なりの考えをもつ（課題に対する振り返り） 

◇自分なりの考えをもたせる 
  ためのポイント 
①本時の学習課題に対して 
  振り返らせる。   

 ・課題に対する自分の結論 
 
②算数科では適用問題を解かせ、 
  よりよく解けるようになったことを 
   実感させる。 
（数学的思考を高める授業の場合） 

 

（１）学習スタイルの構築～小学校算数科の授業展開例～ 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



互いの考えの共有や一般化 

自分の考えの変容の確認（全体的なまとめ） 

◇全体的にまとめる時のポイント 
①各自の振り返りを共有したり、  
  まとめて一般化したりする。 
 
②本時の授業での自分の考えの 
  変容や理解の深まりについて 
  まとめる。 

（１）学習スタイルの構築～小学校算数科の授業展開例～ 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



めあて 

問題 

見通し 

児童の考え 

まとめ 

適用問題 

（１）学習スタイルの構築～板書例～ 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



（２）ＩＣＴの活用 

 ◇ＩＣＴ活用の効果 
①より分かりやすく示せることで学習意欲を高める。  
 （アップで、カラーで、動かして、様々な視点で） 
 
②課題に対して主体的・協働的に解決を図る。 
  （自ら学び、共に学ぶためのツール） 
 
③見ることができないことを見たり、疑似体験をしたりすること  
  ができ、「本物」に対する関心を高める。 
 
④記録したものを再生して自らの学ぶ様子を振り返ったり、自 
  己の変容を確かめたりして学びを深める。 
  

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



学力の向上に役立った活用事例（小学校） 



学力の向上に役立った活用事例（中学校） 



（３）思考を深めるためのホワイトボードの活用 

①補助線や矢印などを 
   書き加えながら説明 
   することで、結果だけ   
   ではなく、思考の過程 
   も説明できる。 

②情報が可視化できる 
    ので、個々の考えを 
    比較したり分類した 
    りして、考えを深め 
    たり 広げたりする 
    ことができる。 

地道な努力 

卓越した技 

郷土への愛着 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



（４）書く力の育成 

調査結果から 

○自分の考えや伝えたいことを根拠を明確にして書くことに課題。 
○記述問題に無回答が多い。 
○漢字が定着していない。 

・各教科等に「書く」機会を設けたり、自分の考えを短文にまとめる 
 ことを日常的に取り組ませる。 
・授業の振り返りに「書く」活動を取り入れ、分かったことや気付き 
 が言語化できるようになると、学習に主体性が出てきた。 
・「予想」「分かったこと」「自分の考え」を各教科等で書かせる。 
・指定された条件で書く活動を取り入れる。 
・自分の考えを理由とともに書く活動を各教科等で取り組む。 

（取組例） 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



（４）書く力の育成（具体的な取組事例） 

○６年間を通じた作文ファイルの作成 
 ・川西町立川西小学校 学校として各学年の書く題材を設定し、ファイリング 
   することを通じて、自己の成長や書く意義、楽しさなどを実感できるようにする。 
○毎日新聞「余録」欄の視写 
 ・大淀町立大淀中学校２年生、毎週月曜日、朝の始業前10分間 
○朝日小学生新聞「天声こども語」欄の視写 
 ・五條市立野原小学校４年生以上、毎週金曜日、朝の始業前５分間 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



（５）教員同士の授業公開期間の設定 
                   （橿原市内中学校） 

○「学び愛ウィーク」の設定 
   学期ごとに１週間から10日程度、教科を越えて 
   授業参観し学び合う。 

○「学びのプロジェクト」 
   空き時間の教員が授業に入り込み、気付いた 
   点を助言する。 

○教科別授業研究の実施 
 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 



（６）教室環境の整備 

○発達や学習理解に課題   
    を抱える児童の増加を 
    考慮し、シンプルで機 
    能的な教室環境につい 
    て共通理解を図り、 
     「誰もが学びやすい教    
     室」をめざす。 

２ 学習意欲の向上や基本的な学力の定着を図る取組 

吉野町立吉野北小学校 



３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の定着を図る取組 

調査結果から 
 

 
○家庭での学習時間が全国平均に比べ短い。 
○家庭学習を全くしない生徒の割合が全国平均の２倍以上。 

低学力傾向の児童の分析から 

○人の話を聞いて自らの考えにつなげることができない。 
○学習用具が準備できていない。 
○学習したことをノートに書けていない。 
○私語や姿勢の崩れが見られる。 

★家庭と連携した取組の推進 

◇学習規律の改善 
◇家庭学習の推進 
◇読書活動の推進 



３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 〈家庭学習実態調査アンケート〉 

五條市立五條小学校 



〈生活習慣チェック（年間７回実施）〉 

３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の定着を図る取組 

五條市立五條小学校 



〈家庭学習の手引き〉 ３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 



〈自主学習の推進〉 ３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 



〈学習規律の向上〉 ３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 



〈家庭学習の手引き〉 ３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 



〈学習規律の向上〉 ３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 

天理市立福住小学校 



〈家庭学習（自主学習）の推進〉 ３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 



〈自主学習の推進〉 ３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 

上牧町立上牧第三小学校 



〈自主学習の推進〉 ３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 



〈読書活動の推進〉 ３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 

五條市立野原小学校 



〈読書活動の推進〉 ３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 



〈読書活動の推進〉 ３ 家庭と連携し学習規律や学習習慣の改善を図る取組 
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http://www.e-net.nara.jp/ouen/  

http://www.nps.ed.jp/ouen/NewFaq/16/index.html 

まなびー奈良 
教育活動に役立つ情報を集めて共有するためのサイト 

奈良県先生応援サイト 
各種問題や授業モデルの動画を配信する学力向上支援サイト 

全国学力・学習状況調査 授業アイディア例 
http://www.nier.go.jp/jugyourei/index.htm 

お願いしたいこと 
 
○全国及び奈良県学力・学習状況調査などの指標を基に「子どもに 
  付けるべき力」を見いだしましょう。 
○子どもの意識や実態についても、調査を基に定量的に表し、全教職 
  員で共通理解を図りましょう。 
○付けるべき力の育成に向け、教科等横断的な視点や地域とのつな 
  がりなどの視点を考慮しながら具体的に取り組みましょう。 
○取組は、計画的に検証して達成状況を評価し、改善を図りましょう。 


